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（CPDIB 法）と名付けた測定方法を提案している。提案された CPDIB 法は処理の自動化が可能であり、
抗原抗体反応に必要な試薬などの消費量も節減できるなど臨床での使用に適していると認められる。 
次に本論文では、この CPDIB 法を具体化するに当たって必要となる要素部品や装置、ソフトウエアなど
の設計・製作について述べられている。特に新規開発要素の 1 つである ImmobiChip と名付けた器具は多数
の区画を持ち、それぞれの区画ごとにタンパク質を固相して免疫反応させるもので、CPDIB 法を実現するた
めの要となる要素である。本論文ではこの ImmobiChip の設計から製作に至るまでの過程が詳述されている。
この ImmobiChip のほか、試料分注ロボットや廃液ポンプなどによりタンパク質発現量自動測定システムが
構成される。本論文では測定の自動化をめざしてこれらの各ハードウェアを密接・有機的に結び付けるため
に開発された制御ソフトウェアについて述べられている。以上のハードウエア、ソフトウエアの設計・製作
は工学的手法により適切かつ合理的に行われたものと認められる。 
最後に本論文では、完成されたタンパク質発現量自動測定システムを使って、がん由来の培養細胞中のが
んの増殖に関連する 4 種類のタンパク質の発現量の自動測定を試みている。その結果、各培養細胞を４種類
のタンパク質の発現量で特徴付けできることを示すとともに、培養条件によってタンパク質の発現量が変化
することを明らかにできた。このことは、がん細胞の薬剤に対する感受性を本システムによって検知できる
可能性を示すものと評価できる。 
これまでに、生体試料に含まれる多種類のタンパク質の発現量を自動的に測定できるシステムは存在して
おらず、本論文において述べられた工学的手法によって初めて自動測定システムとしてまとめあげられた。
したがって、本論文の完成により、タンパク質発現量測定を単なる研究手法から、臨床で実施可能な新
たな検査法へ発展させることが可能となり、その社会的意義は大きいと判断できる。 
 以上により本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認められる。 
 
 
 
